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１．当四半期決算に関する定性的情報

 当社は、前第３四半期連結累計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間及び

前連結会計年度末との比較分析は行っておりません。

 

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀の経済・金融政策により企業収益と雇用情勢が

改善へと繋がり、緩やかな景気回復の動きが見られるものの、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動の長期化や円

安に伴う物価上昇懸念などから、依然として先行き不透明な状況が続いております。

外食業界におきましては、円安等による原材料価格の上昇、店舗運営における人材確保の深刻化など、依然とし

て厳しい経営環境で推移いたしました。

このような環境の中で当社は、今後の持続的な成長の実現を支える経営基盤を築くために、経営理念「Smile＆

Sexy」のもと、役職員1人ひとりが社内組織に埋没することなく、また、新たな商品・業態・事業の開発と育成に

果敢にチャレンジし、時代の変化に対応する事のみならず、時代の変化を創り出す会社づくりを目指し、以下の２

つの項目を底上げするための施策に取り組んで参りました。

 ①お客様が持つ期待感の遥か上をいく「顧客価値」を常に創造するために業態開発、業態改善を絶え間なく続け

る「開発力」

 ②ホスピタリティ溢れ、お客様のニーズを先読みして行動できるプロフェッショナル性が高く、個性を発揮でき

る「人財力」 

 その上で、既存顧客の満足度向上や新たな顧客創造のために、各業態における品質・サービスレベルの向上、新

メニュー開発、積極的な販売促進活動などの施策に取り組み、各既存業態のブランド力向上に努めて参りました。

 店舗展開につきましては、当第３四半期連結累計期間中に『焼肉きんぐ』において、14店舗の新規出店（直営店

10店、フランチャイズ店４店）と４店舗の改装（直営店３店、フランチャイズ店１店）、新業態の『熟成焼肉 肉

源』において、１店舗の新規出店（直営店１店）、『丸源ラーメン』において、３店舗の新規出店（直営店１店、

フランチャイズ店２店）、『二代目丸源』において、１店舗の閉店（直営店１店）、お好み焼本舗において、２店

舗の新規出店（直営店２店）と２店舗の閉店（フランチャイズ店２店）、『寿司・しゃぶしゃぶ ゆず庵』におい

て、５店舗の新規出店（直営店５店）、連結子会社が営業している『鍋源』において、２店舗の新規出店（直営店

２店）をそれぞれ実施しました。これにより当第３四半期連結会計期間末における当社チェーン全業態の店舗数は

322店舗（直営店168店舗、フランチャイズ店154店舗）となりました。

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高24,603,324千円、営業利益1,310,279千円、経常利益

1,640,388千円、四半期純利益804,288千円となりました。

 

 当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況については、当社の事業は単一セグメントでありますの

で、その概況を部門別に示すと次のとおりであります。

 焼肉部門におきましては、売上高14,336,146千円となりました。

 ラーメン部門におきましては、売上高3,381,533千円となりました。

 お好み焼部門におきましては、売上高1,836,210千円となりました。

 専門店部門におきましては、売上高2,566,008千円となりました。

 その他部門におきましては、売上高556,471千円となりました。

 フランチャイズ部門におきましては、売上高1,926,953千円となりました。

 なお、連結子会社が営業している飲食店舗については、その他部門に含めております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は18,221,292千円となりました。主な内訳は、現金及び預金4,118,259千

円、有形固定資産9,584,670千円、差入保証金2,397,668千円であります。

 当第３四半期連結会計期間末の負債は8,166,577千円となりました。主な内訳は、買掛金1,366,081千円、長期借

入金2,177,124千円であります。

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は10,054,714千円となりました。主な内訳は、利益剰余金4,788,641千円

であり、自己資本比率は55.1％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年６月期の通期の業績予想につきましては、平成26年11月４日に公表いたしました内容に変更はございま

せん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことに伴い、物語香港有限公司及び物語（上海）企業管理

有限公司を連結の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金

額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更いたしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が55,694千円減少し、利益剰余金が36,256千

円増加しております。なお、損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 4,118,259 

売掛金 578,930 

商品及び製品 214,153 

原材料及び貯蔵品 55,534 

その他 686,680 

貸倒引当金 △177 

流動資産合計 5,653,380 

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 7,454,769 

その他（純額） 2,129,901 

有形固定資産合計 9,584,670 

無形固定資産 161,950 

投資その他の資産  

差入保証金 2,397,668 

その他 424,082 

貸倒引当金 △461 

投資その他の資産合計 2,821,290 

固定資産合計 12,567,911 

資産合計 18,221,292 

負債の部  

流動負債  

買掛金 1,366,081 

未払法人税等 210,572 

株主優待引当金 33,463 

賞与引当金 131,998 

その他 2,960,636 

流動負債合計 4,702,752 

固定負債  

長期借入金 2,177,124 

役員退職慰労引当金 226,050 

退職給付に係る負債 218,886 

資産除去債務 174,113 

その他 667,651 

固定負債合計 3,463,825 

負債合計 8,166,577 

純資産の部  

株主資本  

資本金 2,698,602 

資本剰余金 2,571,452 

利益剰余金 4,788,641 

自己株式 △1,091 

株主資本合計 10,057,604 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 2,086 

為替換算調整勘定 △13,095 

退職給付に係る調整累計額 1,099 

その他の包括利益累計額合計 △9,910 

新株予約権 7,020 

純資産合計 10,054,714 

負債純資産合計 18,221,292 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成27年３月31日) 

売上高 24,603,324 

売上原価 8,359,120 

売上総利益 16,244,203 

販売費及び一般管理費 14,933,923 

営業利益 1,310,279 

営業外収益  

受取利息 11,231 

受取配当金 88 

受取賃貸料 11,520 

協賛金収入 252,886 

為替差益 77,929 

その他 10,949 

営業外収益合計 364,605 

営業外費用  

支払利息 19,424 

賃貸収入原価 7,619 

その他 7,452 

営業外費用合計 34,496 

経常利益 1,640,388 

特別利益  

補助金収入 20,830 

特別利益合計 20,830 

特別損失  

固定資産除却損 66,351 

システム開発中止に伴う損失 101,680 

その他 11,335 

特別損失合計 179,367 

税金等調整前四半期純利益 1,481,850 

法人税等 677,562 

少数株主損益調整前四半期純利益 804,288 

四半期純利益 804,288 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 804,288 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 1,033 

為替換算調整勘定 △10,998 

退職給付に係る調整額 △1,271 

その他の包括利益合計 △11,236 

四半期包括利益 793,052 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 793,052 

少数株主に係る四半期包括利益 - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 該当事項はありません。
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